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研 究

幼稚園児をもつ夫の帰宅時間と妻の育児不安の検討

一子どもの数による比較一

安藤　智子1），岩藤　裕美1）

荒牧美佐子2），無下　　隆3）

〔論文要旨〕

　本研究の目的は，夫の帰宅時間が妻の育児不安に与える影響を，子どもの数年に検討し，育児不安に

関する要因の仮説モデルを検証することである。幼稚園児をもつ家事専従の核家族の母親を対象に質問

紙調査を行った。育児不安に最も寄与していたのは子どもの気質であり，子1人群が子2人群に比して

大きな寄与が認められた。妻の育児不安は，夫の帰宅時間と子どもの数で交互作用が認められ，子ども

1人群では21～23時帰宅群が最も育児不安が低く，子どもが複数の場合，帰宅時間が遅いほど育児不安

は高かった。子どもの数に関係なく美の帰宅時間が遅いと育児協力が少なくまた，育児協力は，子ども

がひとりよりも複数の場合に育児不安の低減に寄与していた。

Key　words：育児不安，夫の帰宅時間，子どもの数，幼稚園児，気質

1．問 題

　子どもの養育に関する要因については，1980

年代から検討が重ねられてきた1）2）。その中で，

夫からの情緒的サポートが産後3か月の妻の抑

うつに対して有効である3），夫を親密に感じて

いるほど抑うつが低い4）など，妻の育児不安を

緩和する変数として，夫のサポートが有効であ

るとの結果は一貫している。

　しかし，日本の年間総実労働時間は，・1，853

時間と長い5）。特に，週60時間以上の長時間労

働者の割合は，30歳代の男性において23％で，

各年代を通して最も高い割合であることか

ら6｝，子育て中の父親の労働時間が長いことが

わかる。このような長時間労働による父親の家

庭不在が，父親の育児協力や母親の育児不安に

与える影響があることは推測に難くない。実際，

子育てへの関わりが十分でないと回答した父親

の理由の72．5％が「仕事が忙しすぎる」であっ

た7）。夫の就労と妻の育児不安の関係について

は，夫の帰宅時間が早いほど妻の子育ての楽し

さが増える8），育児への参加が多い9）10）等が報告

されている。

　さらに，先行研究からも，初産婦と経産婦で

は育児ストレスに対する夫の援助の効果が異な

ることが示唆されている11）。また，子どもが増

えると2人目の子どもの世話を母親が，1人目

の子どもの世話を父親が分担することが多くな

るという報告もあるが12），外出中，父親は上の

子どもより下の子どもに関わっており13），子ど

もの数が増えると日常的な養育行動の比重は，

より母親が高くなっていた14）というように，子
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図1　育児不安に関与する要因の仮説モデル

どもが複数になった場合に両親の養育行動がど

う変化するかについての結果は一貫していな

い。そこで，本研究では，夫の帰宅時間と育児

協力，妻の育児不安の関係について，子どもの

数による検討を加えたい。

　子どもの養i育に関する要因として，Belsky2）

は親の特性，ストレスとサポートの背景要因，

子どもの特徴という3つの要素をあげて整理し

ている。これらの要素については，自尊感情や

自己効力感15）16），子どもの気質17），配偶者の協

力4）などと育児不安の関係が検討されてきた

が，近年では，更に，これらをモデル化した

Belskyのモデルを検証する試みもなされてい

る18）。本研究でも，パス解析を用いて，育児不

安に関与する要因を検討する。育児不安の規定

因として，先に述べた夫の帰宅時間と育児協力

に，ソーシャル・サポートと，母親の特性とし

て自尊感情を，子どもの特徴として気質を加え

た5変数について，超変数から育児不安へ，ま

た，夫の帰宅時間は育児不安に加えて育児協力

に寄与する仮説モデルを検討する（図1）。

皿．方 法

1．調査の対象

　平成16年2月に，あらかじめ調査を依頼し承

諾を得ていた複数地域（青森，宮城，東京，神

奈川，千葉，埼玉，静岡，富山，岐阜，三重，

兵庫，大分，沖縄の各都県）の65幼稚園へ保護

者への質問紙配布・回収を依頼し，6，558名の

協力を得た。夫の年齢は36～40歳（36．2％），

妻の年齢は31～35歳（42．6％）が一番多く，調

査対象となる子どもの年齢の平均は4．8歳で子

どものきょうだい数は平均2．08人であった。調
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査記入者は，子どもの母親97．7％，父親1．5％，

祖母0．3％，祖父0．1％，無回答0．5％であり，

母親以外が回答したものは分析から除外した。

家族構成は核家族80％，拡大家族17．2％，ひと

り親家族が2．8％であり，本研究では，核家族

のみを分析対象とした。家族構成によって育児

不安に有意差は認められなかった（F（2，6143）

＝2．32，n．s．）。子どもの性別は男児51．0％，女

児48．4％，不明0．6％であった。妻の就労は，

フルタイム4．7％，自営業4．1％，パートタイム

13．1％，在宅の仕事4．4％，働いていない71．0％，

その他2．6％であった。

2．質問紙の内容

　「幼稚園における子育て支援と子育てに関す

るアンケート」として作成した質問紙の中で，

以下の項目を今回の分析対象とした。

i）育児不安尺度

　住田・中田19）の作成した育児不安尺度を参考

に「子どもをうまく育てていけるか不安にな

る」，「育児のことでどうしたらよいかわからな

くなる」等7項目を用いた。主因子法，固有値

を1．2以上として分析した結果，1因子性が確

認された（寄与率46．55％，クロンバックのα

＝．80）o

ii）夫の育児協力

　育児について夫がどの程度協力していると感

じているかを測定するために「夫は育児のこと

で相談にのってくれる」，「夫と子育てについて

の意見が合う」などの4項目を4件法（1．そう

思わない～4．そう思う）で問い，その合計を育

児協力得点とした。主因子法，固有値を1以上

として分析した結果，1因子性が確認された（寄

与率72．24％，クロンバックのα＝．87）。

iii）自尊感情

　Rosenbergの自尊感情尺度の邦訳版20）を用い，

「物事を人並みには，うまくやれる」，「少なく

とも人並みには，価値のある人間である」等10

項目を5件法（1．あてはまらない～5．あてはま

る）で質問した。主因子法プロマックス回転で

固有値を1以上として分析した結果，2因子が

抽出されたため，因子負荷量の低い項目をはず

し，5項目を再度主因子法，固有値1以上で分

析したところ，1因子性が確認された（寄与率
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47．48％，クロンバックのα＝．81）。

iv）子どもの気質

　住田・藤井21♪の育児不安尺度および
CBCL／2－322）を参照し，「よくかんしゃくをおこ

す」，「初めての人や場所に慣れるのに時間がか

かる」，「他の子どもたちとうまくやれない」な

ど幼稚園児に用いて適当と考えられる7項目を

作成し4件法（1．あてはまらない～4．あてはま

る）で質問した。主因子法因子数を1に指定し

分析したところ，1因子性が確認された。因子

負荷量が．40より低い2項目を除き，再度主因

子法で1因子を指定した因子分析を行ったとこ

ろ，各項目の因子負荷量は．40以上となった。（寄

与率43．46％，クロンバックのα＝．67）。

v）ソーシャル・サポート

　飯長ら8）の作成した尺度を参考に「用事があ

るときに子どもの世話を頼む人（用事時サポー

ト）」，「気分転換や自由時間がほしいときに子

どもの世話を頼む人（自由時サポート）」，「困っ

たときに相談にのってもらう人（相談サポー

ト）」が，誰か（夫・妻の母親・妻の父親・夫

の母親・夫の父親・きょうだい・その他の親

戚・友人・近所の人・ベビーシッター・幼稚

園・その他）をたずねた。また，この3つのサ

ポートの合計人数をソーシャル・サポート得点

とした（合計得点のクロンバックのα＝．63）。

ソーシャル・サポート得点は，各対象に依頼す

るかどうかを問う，まとまりにくい尺度である

ことから，信頼性係数が．63とやや低かったが，

本研究に必要な尺度なので採用した。

vi）夫の帰宅時間

　1．出かけない，2．午後4時前，3．午後4時～

7時，4．午後7時～9時，5．午後9時～11時，

6．午後11時以降で問い，1，2と答えた場合は

分析から除外した。

vii）学歴

　最終学歴を1．中学校（妻，夫ぞれぞれ2％，

3．3％）2．高等学校（35％，31．2％）3．高等専門

学校（2．7％，3．5％）4．短期大学・専門学校

（41．6％，11．4％）5．4年制大学（17％，42．1％）

6．大学院（0．7％，5．8％）で質問した。

viii）その他の属性

　家族構成，年齢，職業などをたずねた。

773

3．分析方法

　まず，社会的属性で育児不安の差をt検定お

よび一元配置分散分析を用いて検討する。次に

夫の帰宅時間と子どもの数による各変数の比較

を行うために，2元配置の分散分析，重回帰分

析を行う。更に，各変数の相関分析を行い，そ

れらの結果をふまえ，パス解析を用い図1の仮

説モデルを検討する。パス解析とは，因果関係

を調べる分析方法で，測定した変数問をパス（矢

印で表記）で結び，因果関係を示すパラメーター

（パス係数）より，因果関係の強さを検討する

分析方法である23）。分析にはwindows版SPSS

ll．5J，　Amos4．0を使用した。

皿．結 果

1．社会的属性と育児不安の関係

　子どもの性別，子どもの数妻の年齢，就業

の有無，学歴の中で，育児不安に有意な差が認

められたのは以下の変数であった。まず，子ど

もの数が1人の群（以下「子1人群」とする）

と2人の群（以下「子2人群」とする）3人以

上の群（以下「子3人以上群」とする）の3群

で有意な差が認められ（F（2，4615）＝8．33，

p〈，001），Tukey法による多重比較で，子2人

群が子3人以上群より高かった。妻の年齢は30

歳以下および31～40歳より41歳以上が低く

（F（2，4803＞＝5．87，p〈．001），家事専従の妻

より有職の妻が低かった（t（4823）＝6．67，

p＜．001）。子どもの性別（t（4937）＝1．62，n．s．），

親の学歴は，中学校卒，高等学校卒を“短い”

高等専門学校卒，短大専門学校卒，大学卒，大

学院卒を“長い”として分析し（t（4923）ニ．82，

n．s．），有意な差はなかった。なお，子1人群に

絞って分析をしたところ，妻の年齢による育児

不安の差は認められなかった（F（2，859）＝

表1　分析対象 （人）

子ども　16～　19～　21・一一　23時
　　　　　　　　　　　　　　　　　合計
人数　　　19時　　21時　　23時　　以降

1人　　　53　　159　177　116　　505

2人　　　205　　629　670　404　1，908

3人以上　　81　　230　　190　129　　630

合計　　339　1，018　1，037　649　3，043
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2．13，n．s．）。母親の就労の有無で育児不安に有

意な差が認められたことから，本研究では，就

労していない母親に限定して分析を行うことと

した。分析対象の人数は表1に示す。

2．夫の帰宅時間と子どもの数の2元配置の分散分析

　夫の帰宅時間と子どもの数による比較を行う

ため，各変数で2要因の分散分析を行い，有意

差が認められた場合は，Tukey法による下位検

定を行った（表2）。夫の帰宅時間は，16時～19

時（以下16　・一　19時群と記す），19時～21時（以

下19～21時群と記す），21～23時（以下21～23

時群と記す），23時以降（以下23時以降群と記す）

の4群，子どもの数は，子1人群，子2人群，

子3人以上群の3群で検討した。その結果，育

児不安で有意な交互作用が認められた
（F（6，3023）＝2．63，p〈．05）（図2）。子どもの

数の主効果が認められたのは，育児不安
（F（2，3023）＝11．81，p＜．001＞，子どもの気質

（F（2，3031）＝8．76，p＜．001），ソーシャル・

サポート（F（2，3031）＝3．70，p＜．001）であっ

た。子3人以上群は子1人群，子2人群に比し

て，育児不安は低く，子どもの気質をやさしく

評価し，また，子1人群よりもソーシャル・サ

ポートが多かった。次に，夫の帰宅時間の主効

果が認められたのは，夫の育児協力（F（3，3031）

＝ユ1．03，p＜．001）で23時以降群と他の群の

間に有意な差が認められ，23時以降群は他の群

に比して育児協力が少なかった。

　また，社会的属性について同様の分析を行い，

有意な差が認められたのは，夫婦の学歴で，夫

の学歴は交互作用が認められ（F（6，3035）＝

2．63，p＜．05），また，子どもの数（F（6，3035）

＝2．63，p＜．05），帰宅時間（F（6，3035）＝

2．63，p＜．05）の主効果も認められた。妻の

学歴は夫の帰宅時間（F（6，3035）＝2。63，

p〈．05）の主効果が認められた。夫婦の学歴が

長いほど，夫の帰宅時間が遅く，また夫の学歴

表2子どもの数と夫の帰宅時間の2元配置分散分析結果

16－19時　19～21時　21　一一　23時　23時以降　交互作用 子どもの人数 帰宅時間

育児不安 1人　　　16．62　　16。58　　15．75

2人　　　16．45　　15．72　　16．43

3人以上　　15．28　　15．31　　15．73

16．70

16．30

15．48

2．63“　11．81”“

　　　1人，2人＞3人以上

O．77

自尊感情 1人　　　16．68　　16．84　　17．09

2人　　　16．51　　17．12　　17．11

3人以上　　17．17　　17．09　　17．24

16．74　1．25

17．29

17．24

2．71 1．63

子どもの気質　1人　　　10．81　　10．56　　10．09

　　　　　　2人　　　10．48　　10．32　　10．46

　　　　　　3人以上　　　9。63　　9．73　　10．26

10．31　1．52　8．76＊“’

10．46　　　　　　　1人，2人＞3人以上

9．85

O．18

ソーシャル・　1人　　　 9．11　　9．66　　10．92

サポート　　　2人　　　　9．70　　10．50　　10．62

　　　　　　3人以上　　10．37　　10．99　　10．93

9．66　O．87

10．73

10．92

　3．70’

1人く3人以上

2．65串

tl〈t3

育児協力 1人　　　11．57　　11．87　　12．25

2人　　　12．13　　12．25　　12．06

3人以上　　12．70　　12．24　　12．00

11，09　1．52

11．68

11．58

3．02＊ 　6．89’ゆ＊

tl，　2，　3＞t4

妻学歴 1人　　　 3．02　　3．58　　3．59

2人　　　　3．04　　3．39　　3．63

3人以上　　　3．41　　3．32　　3．55

3．74　1．32

3，80

3．66

O．23 　19．54’＊＊

tl〈t2〈t3〈t4

夫学歴 1人　　　 3．38　　4．36　　4．47

2人　　　　3．14　　3．75　　4．34

3人以上　　　3．48　　　3．61　　4．11

4．39　2．68＊　5．54i＊　47．09”＊
4．47　　　　　　1人＞2人＞3人以上　　t1＜t2＜t3，4

4．16

窟p＜．05，　串串p〈．Ol，　ホ喰象p〈。001
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が長い方が，子どもの数が少なかった。

3．育児不安に関する変数の重回帰分析

　育児不安を従属変数，自尊感情，子どもの気

質，ソーシャル・サポート，夫の育児協力を独

立変数として重回帰分析強制投入法を，子ども

の数3群それぞれの帰宅時間毎に行った

（表3）。その結果，子どもの気質はすべての子

どもの数および夫の帰宅時間で育児不安を最も

説明し，有意な寄与を有していた。夫の育児協

力の妻の育児不安への有意な寄与が認められた

のは，子2人群ではすべての帰宅時間であった

が，子1人群，子3人以上群では帰宅時間によ

り異なっていた。また，特に23時以降の帰宅の

遅い群では，子どもの数にかかわらず，育児不

安に寄与をもたなかった。ソーシャル・サポー

トは育児不安へ有意な寄与を有していなかっ

た。

4．育児不安の規定因の相関分析

　子どもの数3群団に育児不安，自尊感情，子

どもの気質，ソーシャル・サポート，夫の育児

協力，夫の帰宅時間の関係を検討するため，相

関分析を行った（表4）。その結果，自尊感情（子

1人群r＝一．29，p＜．Ol；子2人群r＝一．31，

p＜．Ol；子3人以上群r＝一．34，　p＜．Ol），子

どもの気質（子1人群r＝．45，p＜．01；子2人

群r＝．34；子3人以上群p〈．01r＝．39，

p＜．Ol），夫の育児協力（子1人群r＝一．22，

p＜．01；子2人群r＝一．25，p〈．01；子3人

以上群rニー．25，p〈．Ol）は，子どもの数にか

かわらず，育児不安と有意な相関が認められた。

夫の帰宅時間は，子1人群で有意な相関のある

変数はなく，子2人群では，自尊感情（r＝．07，

p〈．01）と育児協力（r＝一．09，p＜．Ol）に，子

3人以上群では，育児協力（r＝一．16，p＜．Ol）

との間に有意な相関が認められた。

5．育児不安に関与する要因の仮説モデルの検討

　図1の育児不安に寄与する要因の仮説モデル

を検討した。重回帰分析において，ソーシャル・

サポートから育児不安への有意な寄与は子2人

群，23時以降群以外に認められず，相関分析か

らソーシャル・サポートと自尊感情の間に有意

な相関が認められた。そのため，ソーシャル・

サポートは，自尊感情を介して育児不安に寄与

するよう，モデルを変更して，子どもの数3群

の多母集団のパス解析を行った。その結果，

表3　子どもの数，夫の帰宅時間別重回帰分析結果

16　一一　19時 19～21時 21～23時 23時以降

子1人群　自尊感情

　　　　子どもの気質

　　　　ソーシャル・サポート

　　　　育児協力

一．17

　．60零牌

　．17

一．19

一．10

　．42卓＊零

　．Ol

一．15象

＊
　
＊

＊
　
＊

■
　
廓

Q
V
Q
V
O
◎
ワ
臼

9
9
3
0
1

一
　
　
一

一．21＊

　．36”“

　．02

一．19

重相関係数 ．41榊零 ．23＊帥 ．29”“ ．26’“＊

子2人群　自尊感情

　　　　子どもの気質

　　　　ソーシャル・サポート

　　　　育児協力

一．10

　．30”’

　．Ol

一．30”“

一．27’“’

　．29＊＊＊

　．03

一．16”“

一．24榊零

　．24絆零

一．05

一．12＊ホ

一．17零紳

　．31林＊

一．11＊

一．17榊＊

重相関係数 ．21ホ榊 ．24＊林 ．19’“’ ．23”’

子3人群　自尊感情

　　　　子どもの気質

　　　　ソーシャル・サポート

　　　　育児協力

一．13

　．22“

　．15

一．30＊＊

一．25＊榊

　．28串＊＊

　．05

一．10

一．24纏ホ

　．31＊纏

　．04

一．27＊＊ホ

一．24＊ホ

　。42串＊＊

　．07

一．08

重相関係数 ．21＊＊ ．19宰紳 ．33串林 ．28’““

＊p＜．05，　串ホp＜．Ol，　＊零零p＜．001
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表4　各変数の相関分析結果

育児不安　　自尊感情　子どもの気質　育児協力　ソーシャル・サポート

子1人群　育児不安

　　　　自尊感情　　　　　　　一．29＊＊

　　　　子どもの気質　　　　　．45＊＊　一．16’“

　　　　育児協カ　　　　　　　一．21＊＊　　．20’＊

　　　　ソーシャル・サポート　一．09　　一，22”

　　　　夫の帰宅時間　　　　　一．02　　　．Ol

一．04

一，11“

一．06

．22＊＊

．07 ．05

子2人群　育児不安

　　　　自1尊感情　　　　　　　　　　　一．31’＊

　　　　子どもの気質　　　　　．34＊＊　一．19’“

　　　　育児協カ　　　　　　　　一．24＊＊　　．20”

　　　　ソーシャル・サポート　一．12＊＊　　．19＊＊

　　　　夫の帰宅時間　　　　　　．04　　　．07“’

一．11＊＊

一　．06““

一，Ol

　．19’“

一．09＊＊ ．05

子3人群　育児不安

　　　　自尊感情　　　　　　　一．34＊＊

　　　　子どもの気質　　　　　　．39＊＊　一．24＊＊

　　　　育児協カ　　　　　　　一．27＊＊　　．27＊＊＊

　　　　ソーシャル・サポート　一．03　　　．18＊“

　　　　夫の帰宅時間　　　　　　．03　　一．02

一．18““

一．07　．21＊＊

一．05　一．15” ．02

両側検定；“p＜．05，＊＊p＜．Ol

X2（27）＝406．93，　p〈．OOI，　GFI＝．956，　AGFI

＝．898，CFI＝．701，　RMSEA＝．068であった。

z2検定では棄却されるが，標本数が多い場合

には棄却される可能性が高くなることが指摘さ

れており24），またRMSEAがやや高い値を示し

てはいたものの，GFI，　AGFIの値が良好であっ

たことから，本モデルは適合度が高く，育児不

安についてのモデルとして適当であると判断し

た。夫の帰宅時間から育児不安へのパスは子2

人群だけが有意であり，また，夫の帰宅時間か

ら育児協力へのパスは，子1人群で有意ではな

かった。

　また，パラメータ間の差に対する検：定により，

気質から育児不安のパスが，子1人群と子2人

群で有意な差があることが確認された。すなわ

ち，子1人群が子2人群に比して子どもの気質

から育児不安への影響が大きいごとが示唆され

た。

】v．考 察

1．夫の帰宅時間と育児協九妻の育児不安の関係

　について

帰宅時間と育児協力

　夫の帰宅時間と育児協力の相関は子どもの数

が増えるとともに強くなっていた。また，帰宅

時間が早い方がより育児協力が多かった。本研

究では夫の育児協力の実際何かをしてもらうと

いう手段的な側面ではなく，相談にのってくれ

る，精神的に支えてくれるといった情緒的な側

面をたずねており，実際の育児参加とは異なる

が，それでも帰宅時間が早い方が育児協力を多

く得ている傾向が明らかになった。夫による子

どものしつけや教育などの育児援助が育児不安

の低減要因になる16）ことは先行研究でも示され

ていたが，本研究では，それに加え，夫からの

情緒的な育児協力が育児不安の低減に寄与する

ことが示唆され，またその傾向は，子どもが2

人以上の場合に顕著であった。また，情緒的な

育児協力は実際の育児・家事協力と関連がある

とされているので25）本研究で用いた育児協力が
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高い場合，家事育児の協力もなされているとも

推測される。

育児不安と帰宅時間

　子1人群では，21～23時群の育児不安が最も

低かった。幼稚園児の就寝時間が21時が最も多

いことから26），この時間帯の帰宅では，子ども

の世話をすることはできないが，夫婦で話をす

ることは可能であろう。夫婦が話をすることが

できる時間が長い方が，育児不安が低いとの先

行研究もあり1），1日の子育てを終えた後に夫

婦のコミュニケーションの時間をもつことが育

児不安を下げていると推測される。一方子ども

と関わることのできる早い時間帯の帰宅群で育

児不安が高いのは，父親の育児参加が母親の期

待・要請に添った形で行われないと，妻の育児

不安が低くならないこと21）から，子1人群で，

子どもに直接関わることができる早い時間に帰

宅した夫の育児協力が，必ずしも妻の期待に即

したものではなく，育児不安の減少に寄与しな

かったと推測される。

　子2人群，3人以上群は帰宅が遅いほど育児

不安が高かった。子どもの数が増えると育児に

かかる手間も増えるので，夫の育児協力がより

必要になると推測され，実際に子どもの世話が

できる早い時間帯に帰宅をする群の育児不安が

低かったと考えられる。特に子2人群は，夫の

帰宅時間が最も多くの変数と相関を有し，夫の

早い時間の帰宅が育児不安の低減に最も寄与し

ていた群と考えられる。このことは，子どもが

2人になると女性の就業継続がより困難にな

り，特に労働時間の短さや柔軟度を示す変数と

して用いられた“夫が公務員である”変数が第

1子よりも第2子で妻の就業継続に有意にプラ

スに働いていた27〕という報告とも重なるもので

t7

16．5

16

15．5

15

→一1人

＋2人
一tp　3人以上

14．5

　　16～19時　19～2i時　21～23時　23時以降

図2　子どもの数別夫の帰宅時間と妻の育児不安
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ある。また，第1子爵産前の子どもとの接触経

験は，幼児を保育する母親の育児不安を直接低

減する効果を持っていなかった16）が，自分の子

どもを1人，2人と育てることで，妻の育児不

安も減り，夫の育児協力も妻の要求と調和して

いくのではないだろうか。すなわち，子1人群

で，帰宅時間と育児協力，育児不安に直接の寄

与が認められないという結果から，子どもが1

人目だと育児協力は必要がないと考えるのでは

なく，初めての子どもを育てた経験が2人目以

降に活かされていると推測される。

帰宅の遅い群

　23時以降帰宅群は他の群に比して夫の育児協

力が少なく，育児協力の育児不安への寄与も子

ども2人群にしか認められなかった。しかし平

日の帰宅時間が23時以降翌3時未満の就学前児

童のいる父親の割合は南関東で20％を越え，他

の地域でも，多くは10％を越えている28）。23

時以降帰宅群は，夫の帰宅時に子どもはすでに

眠っており，家庭で子どもや妻と過ごす時間を

平日にとることが困難であろう。育児不安対策

として，夫の働き方の改善が必要であることが

明かになったといえる。

2．育児不安に寄与する要因の仮説モデルについて

　仮説モデルは，自尊感情，子どもの気質，育

児協力は育児不安へ有意なパスが子どもの数3

群ともにひかれ，育児不安の規定因として再確

認された。ソーシャル・サポートは自尊感情を

介して育児不安へ寄与するモデルに修正され

た。自尊感情が高いと，他者への親和性が高い

ので29），ソーシャル・サポートを有効に用いる

ことができ，その結果育児不安が下がると考え

られる。

　育児不安を最も予測するのは，子どもの気質

であった。これは，乳児の親の抑うつの主たる

予測因は自尊感情であり30），適切な養育に関す

る要因として最も大きな影響力を持っているの

は養育者のパーソナリティー要因である31）との

先行研究とは異なった結果であった。ただし，

本研究では母親による子どもの気質評定を用い

ており，子どものもっている本来の気質の難し

さと，子どもに対する母親の評価の両方の側面

が含まれていると考えられる。子1人群が子2
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図3　育児不安に寄与する要因の共分散構造分析結果

人群に比して，気質から育児不安へのパス係数

が有意に高いことからも，子育て経験が反映さ

れていることが推測される。育児の経験や知識

が子2人以上群に比して少ない子1人群は，幼

稚園という，親子にとって初めての社会的な集

団で，直走と比較した自分の子どもの状態は大

きな関心事であろう。また，降園主の遊び相手

が母親である割合は，きょうだいの数に関係な

くこの10年間に増えており32），母子の密着度が

高くなっていることからも，子どもの状態，あ

るいは子どもの気質への心配から育児不安への

寄与が高かったと考えられる。幼稚園児の親と

いう調査対象の特徴から得られた結果とも推測

される。

3．本研究の限界と課題

　本研究は幼稚園児の母親を対象に行った調査

であり，就労に対する姿勢や性役割分業につい

ての意識が保育園児の家庭とは異なることが推

測されるため，保育園児をもつ親に対しての比

較検討が必要である。また，3歳未満の子ども

を持つ場合，子どもの養育にかかる手間も異な

ることから，結果が異なることが推測され別に

検討したい。また，幼稚園に子どもを通わせな

がら仕事をしている母親については，今回分析

から除外したが，稿を改めて検討したい。

　本研究の一部は発達心理学会第14回大会において

発表した。また，本研究は，文部科学省科学研究費

補助金基盤（BX2）課題番号15330140「乳幼児および学

小児保健研究

童における子育て支援の実態と有効性に関する研究」

（平成15年度～平成18年度）の助成を受けた研究の一

部である。調査にご協力いただいた幼稚園と保護者

の皆様に深謝いたします。
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（Summary）

　The　purpose　of　this　study　is　to　examine　the　effect

of　the　time　of　husbands’　returning－home　on　their

child’rearing　cooperation　and　wives’　child－rearing

anxiety．　6，558　women　from　nuclear　family　with　kin－

dergartener　participated　in　this　questionnaire　survey．

The　result　showed　the　earlier　husbands　return　home，

the　more　child－rearing　cooperation　wives　perceived．

Also，　it　was　indicated　that　wives’　child’rearing　anxie－

ty　was　highest　when　husbands’　returning－home　time

was　21－23　o’clock　in　single－child　households．

However，　within　2－children　and　3－children　house－

holds，　wives’　child－rearing　anxiety　was　higher　the

later　their　husbands’　returning－home　was　late．　This

comparison　showed　the　nonlinear　relationship　be－

tween　the　time　of　husbands’　returning－horne　and

wives’　child－anxiety　depending　on　the　number　of　chil－

dren　in　households．

（Key　words）

child－rearing　anxiety，　husbands’　returning－home　time，

number　of　children，　kindergartener，　temperament
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